
　
平
成
27
年
度
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、

串
間
市
の
高
齢
者
の
単
身
世
帯
は
、

1
5
7
2
世
帯
。
こ
れ
は
市
の
世
帯
数
の

約
20
%
に
上
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
現
状
も
踏
ま
え
今
年
4
月
か

ら
、
認
知
症
の
人
・
家
族
へ
の
直
接
的
支

援
を
行
う
「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
は
専
門

医
1
名
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
保
健
師
、

看
護
師
の
専
門
職
7
名
の
計
8
名
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
の
初
期
症
状
が
み
ら
れ
る
高
齢

者
な
ど
に
対
し
て
集
中
的
に
介
入
す
る
こ

と
で
、
症
状
が
深
刻
化
し
な
い
よ
う
に
、

早
期
診
断
・
対
応
を
行
い
ま
す
。
可
能
な

限
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
在
宅
生
活
を

認
知
症
は
、

れ
っ
き
と
し
た
病
気
　

　
認
知
症
と
は
、
い
っ
た
ん
発
達
し
た

知
的
機
能
が
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活

に
支
障
を
き
た
す
ほ
ど
持
続
的
に
障
害

さ
れ
た
状
態
で
す
。
代
表
的
な
認
知
症

を
生
じ
る
疾
患
に
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
、

前
頭
側
頭
型
認
知
症
、
脳
血
管
性
認
知

症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

加
齢
に
よ
る

「
も
の
忘
れ
」
と
は
違
う

　　
健
常
者
と
認
知
症
の
人
の
も
の
忘
れ

に
は
、
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
忘
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
へ
の

自
覚
の
有
無
で
す
。

　
ま
た
、加
齢
に
よ
る
も
の
忘
れ
の
場
合
、

昨
晩
の
夕
食
に
な
に
を
食
べ
た
か
を
思
い

出
せ
な
く
て
も
、
夕
食
を
と
っ
た
こ
と
は

覚
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
認

知
症
の
人
は
夕
食
を
と
っ
た
こ
と
す
ら
覚

え
て
い
ま
せ
ん
。
体
験
し
た
こ
と
自
体

を
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
他
に
も
、
加
齢
に
よ
る
も
の
忘
れ
は
、

ヒ
ン
ト
が
あ
れ
ば
思
い
出
す
こ
と
が
で

き
、
日
常
生
活
に
は
支
障
を
き
た
す
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
齢
と
認
知
症
　

　
65
歳
以
上
の
認
知
症
患
者
数
は
、

4
6
2
万
人
。
予
備
軍
も
含
め
る
と
4

人
に
1
人
に
な
る
と
さ
れ
ま
す
。
高
齢

に
な
る
と
認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク
は
増

し
ま
す
。
年
齢
が
上
が
る
と
だ
れ
し
も

認
知
症
に
な
る
可
能
性
は
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
特
に
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
は
注
意
が
必
要
で
す
。
孤
独
に
な
っ

て
し
ま
う
と
ど
う
し
て
も
、
人
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
が
減
っ
た

り
、
生
活
リ
ズ
ム
が
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
に

な
り
が
ち
で
す
。
そ
の
よ
う
に
刺
激
が

な
い
生
活
が
続
く
と
、
頭
も
体
も
う
ま

く
働
か
な
く
な
り
ま
す
。

Q
支
援
の
目
的
は
な
ん
で
す
か
?

Q
高
齢
者
だ
け
が

支
援
の
対
象
で
す
か
?

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
医
療
機
関

と
協
力
し
て
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
を
発

見
し
ま
す
。
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
65
歳

以
上
の
方
の
相
談
窓
口
と
し
て
設
置
し
て

あ
り
、
本
人
や
家
族
、
民
生
委
員
か
ら
の

相
談
や
、
か
か
り
つ
け
医
の
判
断
を
も
と

に
チ
ー
ム
に
依
頼
が
来
ま
す
。
チ
ー
ム
で

も
、
症
状
が
見
ら
れ
る
方
が
い
な
い
か
、

地
区
ご
と
に
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q
ど
う
や
っ
て
対
象
者
を

発
見
す
る
の
で
す
か
?

認
知
症
の
進
行
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に …

支
援
チ
ー
ム
発
足
!!

　自分が認知症になるだなんて、「そんなはずはない」、そう思われた方も多いのではないで

しょうか? しかし、認知症は誰にでも起こりうる可能性があるんです。だからといって恐れる

ことではありません。早期発見し、治療をすれば進行を抑えることに繋がります。これからも

楽しく暮らしていくために、まずは認知症を“自分事”として捉え、考えてみましょう。

　けんなん病院副院長の藤元先生にお話を伺いました。

認知症には病気や症状に合わせた治療が必要になり

ます。認知症患者の1割が治療可能な認知症である

といわれています。ですから、まずはどのような病

気なのかを知ることが大事ですね。なにか不安に感

じることがあれば、まずは、かかりつけのお医者さ

んに相談しましょう。専門的な治療が必要だと判断

された場合は、適切な病院を紹介してくれます。

早期発見・治療がカギです

ずばり、「以前と違った人になってきた」「こんな

人じゃなかった」、これがポイントです。病気が

発症しているがゆえに、そう感じてしまうのです。

「あれ?」という状態が見受けられた場合は、早期

受診をおすすめします。

1つでも「よくある」・「できない」にチェックがついた方は、診察を
受けましょう。「ときどきある」・「ときどきできない」にチェックが
ついた方は、かかりつけ医に相談しましょう

治療は、薬物療法と非薬物療法（リハビリテー

ション）を合わせて行います。早めに治療を始める

ことによって進行を抑えることもできるんですよ。

認知症を理解する

4つのポイント

［　自分でできる認知症チェック 　］
※このチェックリストは、あくまでもおよその目安で
　医学的診断に代わるものではありません。
　認知症の診断には医療機関での受診が必要です。
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● 認知症は、脳が正常に
　 機能しなくなる病気

● 体験したこと自体を
    忘れてしまうのが認知症

● 孤独でいることが発症の
    リスクを高める

● 早期発見・治療で進行を

    遅らせることもできる

● 

認
知
症
の
診
断
を
受
け
て
い
な
い
、

　

 

ま
た
は
治
療
を
中
断
し
て
い
る

● 

医
療
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等

　

 

を
利
用
し
て
い
な
い

● 

何
ら
か
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

　

 

い
る
が
、認
知
症
に
よ
る
症
状
が

　

 

強
く
、ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
よ
い
か

　

 

悩
み
困
っ
て
い
る

40
歳
以
上
で
自
宅
で
生
活
し
て
い
る

認
知
症
の
方
や

認
知
症
が
疑
わ
れ
る
方
で

もの忘れが多いと感じますか

財布や鍵など、物を置いた場所がわからなくなることが
ありますか

5分前に聞いた話を思い出せないことがありますか

自分の生年月日がわからないときがありますか

今日が何月何日かわからないときがありますか

電気やガスや水道が止まってしまったときに、
自分で適切に対処できますか

一日の計画を自分で立てることができますか

まったくない ・ ときどきある ・ よくある

まったくない ・ ときどきある ・ よくある

まったくない ・ ときどきある ・ よくある

まったくない ・ ときどきある ・ よくある

まったくない ・ ときどきある ・ よくある

できる ・ ときどきできない ・ できない

できる ・ ときどきできない ・ できない

まさか自分が認知症?

認知症初期集中支援チーム（けんなん病院内に

配置）所属の児玉さん、中村さん、上塘さん

（写真左から）

対
象
者
と
な
る
方

継
続
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

かみ とも

家族から見て、症状を

早期発見するにはどんなところに

注意しておけば良いのでしょうか?

では、どのような治療を

するのでしょうか?

なぜ早期発見・治療が

重要なのでしょうか?


